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住宅形式 対象戸数 回収率 備 考
戸 % 
比区ケ較所・瑞的を環選穂境区ぴ行の・整昭な備和っされた千、種19 独立住宅 221 78.3 区た。より、
連続住宅 103 63目l千な6種ヶっ所区た、。・瑞無差穂別区抽・昭出和1:区よより行り




県 営 27 88.9 平宅さ針地れ団か地ら専離(昭れ用和のた諸市区郊施)外設…既完1:建設備住。設
ε口込
公 団 40 90.0 星地3を4年有ケを丘形かし成、ら・虹建市設内ケ丘、でのも5高各71級団，住地15宅、683戸団2 
{主
社宅、公舎 24 100.0 市隣営接、。 県営、公団の各団地1:
宅
民 間 27 92.6 議、県営、公団の各団地1:
小合計 163 90.8 















独立住宅 連続住宅 集合住宅 まとめ
家族形態 白8到の者が夫婦 見 1%の者が夫婦 93.4出の者が夫婦 家76旗7。96の者が夫婦家信。 家臨。 家族。





出.1拓自者が持軍 36.3弘明者が民間 側(住E宅分)統計より比 部(畢.4合出住の陣者宅がをく持)軍持家事 借家
却'.1%由者由特車




































































Z511. 01 0.213.61 0.212.314.9 
4.41L31 0.412.91 0.812.716.31 
1313.21.2.915.51.2.511.114.3j 
231 0.41 0.412.711.111.513.61 L31 L314. 211. 513. 6 
1310.21 1.5j 0.41 0.412.711.01 0.610.611.512.5 
0.81 11011.71 0.21 11.51 L3い恥.41C21.2.5 
1.1 C.410.610.81.0.41 11.7108い410.210.613.0
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る (30.8%)J 1ある程度行なわれている (57.7%)J 
とかなりの家庭において，家族員相互の交流が行なわれ
ているといえよう.希望，あるべき姿でも同様の傾向が
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講節目 11 0.210.2 
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日コ??
が実行できないためと思われる.
4. まとめ
以上のことを要約すると，家族員問相互の独立と交流
の両面を希望する反面，両親や隣家との交流はあまり望
んでいないと思われるが，現状では，住宅の確保が優先
されるため，いやおうなく決定づけられた家族形態。住
居規模・形式などにより，充分満足していないと推茶出
来る.しかし， ζれらの独立・交流への要求は，配置計
画・平固計画・室の雰囲気などへの配慮によりかなり満
たすことができるのではないかと考えられる
以上住宅における住意識調査より， 2点について結果
の概要を報告した.
おわりに，回答をいただいた各位，アンケー卜用紙の
配布，回収にど協力いただいた本学建築学科学生に深く
感謝いたします.
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